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Dominion® KX III 
クイック セットアップ ガイド

業界最高のパフォーマンスを誇り、エンタープライズクラスのセキュアなデジタルKVM（キーボード/ビデオ/マウス）スイッチである、

Dominion KX IIIをご購入いただき、ありがとうございます。 

このクイック セットアップ ガイドでは、KX IIIのインストール方法と設定方法について説明します。KX IIIの使用に関する詳細は、

アプリケーションからオンラインヘルプにアクセスするか、ラリタンのWebサイトの「サポート（Support）」ページ

（http://www.raritan.com/support）を参照してください。オンラインヘルプが主な参考資料となりますが、PDF形式のヘルプも

「サポート（Support）」ページからダウンロードできます。

パッケージの内容

各 KX III は、ご使用のモデルに応じて、標準 1U または 2U の 19
インチラックマウントシャーシのスタンドアロン製品として出荷され

ます。

KX III デバイスは、以下の内容で出荷されます。 

• 1 - KX III デバイス

• 1 - KX III クイック セットアップ ガイド

• 1 - ラックマウントキット

• 2 - AC 電源コード

• 1 - ゴム足 1 組（4 個、デスクトップ設置用）

• 1 - アプリケーションノート

• 1 - 保証書
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ラックマウントが必要なラリタン製品を使用する場合、以下の点に

注意してください。

• 閉め切ったラック環境では、動作温度が室温より高くなる場合

があります。装置で指定された最高動作温度を超えないように

してください。仕様を参照してください。

• ラック内に十分な空気の流れがあることを確認してください。

• 装置をラックにマウントする際は、機械的に安定して搭載され

るように注意してマウントしてください。

• 回路に過大電流が流れないよう、装置を電源回路に接続する

際は注意してください。

• 特に、電源タップ（直接接続を除く）など電力供給をはじめとす

るすべての装置を分岐回路に正しく接地してください。
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ラックマウント

KX III は、標準の 19 インチ機器用ラックの 1U（4.4 cm、1.75 イン

チ）の垂直スペースに取り付けることができます。

注：ラックマウントの図に描かれているラリタンのデバイスは、例と

して挙げているにすぎず、お使いのデバイスと異なる場合がありま

す。マウント手順は、お使いのデバイスに従います。

前向きの取り付け

各手順は、前面ラックマウント図に示されている番号に対応してい

ます。

1. 付属の 2本のネジを使用して側面ブラケットの後端にケーブル

支持バーを固定します。

2. KX III を、背面パネルがケーブル支持バーに面した状態で側

面ブラケットの間にはめ込み、その前面パネルを側面ブラケッ

トの「耳」に揃えます。

3. 残りの付属のネジ（各側面に 3本）を使用して、KX IIIを側面ブ

ラケットに固定します。

4. アセンブリ全体をラックに取り付け、専用のネジ、ボルト、ケー

ジナットなどで側面ブラケットの耳をラックの前面レールに固定

します。

5. KX III の背面のパネルにケーブルを接続する場合は、ケーブ

ルをケーブル支持バーに掛けます。

http://www.raritan.com/support
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後向きの取り付け

各手順は、背面ラックマウント図に示されている番号に対応してい

ます。

1. 付属の 2 本のネジを使用して側面ブラケットの前端（側面ブラ

ケットの「耳」の近く）にケーブル支持バーを固定します。

2. KX III を、背面パネルがケーブル支持バーに面した状態で側

面ブラケットの間にはめ込み、その前面パネルを側面ブラケッ

トの後端に揃えます。

3. 残りの付属のネジ（各側面に 3本）を使用して、KX IIIを側面ブ

ラケットに固定します。

4. アセンブリ全体をラックに取り付け、専用のネジ、ボルト、ケー

ジナットなどで側面ブラケットの耳をラックの前面レールに固定

します。

5. ユーザーステーションまたはスイッチの背面のパネルにケーブ

ルを接続する場合は、ケーブルをケーブル支持バーに掛けま

す。
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手順 1：ネットワークファイアウォールの設定 

TCP ポート 5000 
TCP ポート 5000 でのネットワークとファイアウォールの通信を許

可すると、KX III へのリモートアクセスが有効になります。 

または、別の TCP ポートを使用するよう KX III を設定すると、その

ポートでネットワークとファイアウォールの通信ができるようになり

ます。

TCP ポート 443 
TCP ポート 443（標準 HTTPS）へのアクセスを許可すると、Web
ブラウザ経由で KX III にアクセスできるようになります。 
 

TCP ポート 80 
TCP ポート 80（標準 HTTP）へのアクセスを許可すると、HTTP
要求が自動的に HTTPS にリダイレクトされます。 
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手順 2：KVM ターゲットサーバの設定 

マウスの設定

ずれないマウスモードを利用して、ターゲットサーバでのマウス設

定を最小限に抑えることをお勧めします。詳細については、オンラ

インヘルプの「Additional Supported Mouse Settings（サポー

トされているマウスの追加設定）」

（http://www.raritan.com/help/kx-iii/v3.0.0/en/index.htm#33
105）を参照してください。

このモードでは、ターゲットマウスの加速または速度が異なる値に

設定されている場合でも、クライアントとターゲットのカーソルの同

期を維持するために絶対座標が使用されます。

このモードは USB ポートを備えたサーバでサポートされ、仮想メ

ディア CIM のデフォルトのモードです。 

ずれないマウスモードでは、仮想メディア CIM を使用する必要が

あります。

• D2CIM-VUSB
• D2CIM-DVUSB
• D2CIM-DVUSB-DVI
• D2CIM-DVUSB-HDMI
• D2CIM-DVUSB-DP
 

ターゲットサーバ画面解像度

サポートされているターゲットサーバ画面解像度については、オン

ラインヘルプの「KX III Supported Target Server Video
Resolutions（KX III でサポートされているターゲットサーバ画面

解像度）」を参照してください。
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手順 3：装置の接続 

A：AC 電源 

1. KX III 付属の電源コードを使用します。二重化電源フェイル

オーバ保護を実装するには、AC 電源コンセントに両方のコー

ドを接続します。

http://www.raritan.com/help/kx-iii/v3.0.0/en/index.htm#33105
http://www.raritan.com/help/kx-iii/v3.0.0/en/index.htm#33105
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オプション：リモートコンソールからの電源の自動検知の有効化に

関する詳細は、オンラインヘルプの「Specify Power Supply
Autodetection（電源の自動検出の指定）」を参照してください。

B：ネットワークポート 
標準Ethernetケーブルを、「LAN1」のラベルの付いたネットワーク

ポートから、Ethernet スイッチ、ハブ、またはルータに接続します。 

フェイルオーバ機能または isolation mode（分離モード）機能を有

効にするには、標準 Ethernet ケーブルを、「LAN2」のラベルの付

いたネットワークポートから、Ethernet スイッチ、ハブ、またはルー

タに接続します。

C：ローカルユーザポート（ローカルコンソール）

キーボードとマウスを接続するには、次の手順に従います。

• USB キーボードおよびマウスを、KX III の背面のそれぞれの

ローカルユーザポートに接続します。

ラックに配置されている管理用およびターゲットデバイスアクセス

用の KX III ローカルユーザポートを使用します。ローカルユーザ

ポートは、設置およびセットアップの際に必要ですが、それ以降の

使用を省略できます。

D：ローカル DVI-D ポート 
シングルリンクのDVIケーブルは、ローカルDVIモニタまたはキー

ボードトレイ（KX III には非付属）への接続に使用されます。

ラリタンのT1700-LEDまたはT1900-LEDキーボードトレイのDVI
ポートに接続します。

必須の DVI-D-VGA コンバータを使用して VGA モニタに接続しま

す。オンラインヘルプの「Connect to a VGA Monitor
（Optional）（VGA モニタへの接続（オプション））」

（http://help.raritan.com/kx-iii/v3.0.0/en/#32544）を参照してく

ださい。

E. KX III へのターゲットサーバの接続

1. CIM のキーボード、マウス、ビデオの各プラグをターゲットサー

バの対応するポートに接続します。

2. Cat5/5e/6ケーブルで、CIMをKX IIIの背面の使用可能なター

ゲットサーバポートに接続します。

F. カスケード接続（オプション）

オンラインヘルプの「Configuring and Enabling Tiering（カス

ケード接続を設定および有効化する）」

（http://www.raritan.com/help/kx-iii/v3.2.0/en/index.htm#33
184）を参照してください。

G：モデムポート（オプション） - KX III QSG 
オンラインヘルプの「Configuring Modem Settings（モデムを設定

する）」を参照してください。

手順 4：KX III の設定 
以下の手順では、デフォルトのパスワードを変更し、ローカルコン

ソールで KX III にその IP アドレスを割り当てる必要があります。

他の手順はすべて、ローカルコンソールから実行するか、サポート

されているWeb ブラウザ経由で、KX III のデフォルト IP アドレスを

使用して KX III リモートコンソールから実行できます。 

Java™ 1.7 または 1.8 では、Java ベースの Virtual KVM Client を
使用する必要があります。Java 1.8.0_40では、VKCSを使用する

必要があります。

Microsoft .NET® 4.0（またはそれ以降）では、Microsoft 
Windows®ベースの Active KVM Client（AKC）とともに KX III を使

用する必要があります。

工場出荷時のデフォルトログイン情報

KX III デバイスは、工場出荷時は以下のデフォルトの設定となって

います。

• ユーザ名 = admin
すべて小文字。

このユーザには管理者権限があります。

• パスワード = raritan
すべて小文字。

• IP アドレス = 192.168.0.192

重要：バックアップと事業継続性のためには、バックアップ管理者

用のユーザ名およびパスワードを作成し、その情報を安全な場所

に保管しておくことを強くお勧めします。

デフォルトパスワードの変更

KX IIIデバイスを初めて起動したときは、デフォルトのパスワードを

変更する必要があります。

1. ユニットが起動したら、デフォルトのユーザ名「admin」および

パスワード「raritan」を入力します。

2. [Login（ログイン）]をクリックします。

3. 古いパスワード「raritan」を入力して、新しいパスワードを入

力し、もう一度入力します。

4. パスワードには、最大 64 文字の英数字と特殊文字を使用でき

ます。

5. [Apply（適用）]をクリックします。

6. 「Confirmation（確認）」ページで[OK]をクリックします。

http://help.raritan.com/kx-iii/v3.0.0/en/#32544
http://www.raritan.com/help/kx-iii/v3.2.0/en/index.htm#33184
http://www.raritan.com/help/kx-iii/v3.2.0/en/index.htm#33184
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KX III へのデバイス名の割り当て 
KX III リモートクライアントで「Device Network Settings（デバイス

のネットワーク設定）」ページを開きます。

1. ご使用の KX III デバイスにわかかりやすいデバイス名を指定

します。

最大 32 文字の英数字と有効な特殊文字を組み合わせて使

用できます。文字間にスペースは使用できません。

次に、IP アドレスと DNS を設定します。 
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フェイルオーバまたは分離モードの選択

KX III をデュアル LAN フェイルオーバモードに設定する（ページ 5） 

KX III をデュアル LAN 分離モードに設定する（ページ 7） 

KX III をデュアル LAN フェイルオーバモードに設定する 
LAN1 と LAN2 は、同じ IP アドレスを共有し、自動フェイルオーバに対応します。 

LAN1 がプライマリポートです。LAN1 が使用できなくなると、KX III へのアクセスには LAN2 が使用されます。 

1. [Device Settings（デバイス設定）] > [Network（ネットワーク）]を選択して、「Device Network Settings（デバイスのネットワーク設定）」ペー

ジを開きます。

2. [IPv4]セクションで、[IP Auto Configuration（IP 自動設定）]を[None（設定しない）]に設定します。

3. [LAN Interface Settings（LAN インタフェース設定）]の[Enable Automatic Failover（自動フェイルオーバを有効にする）]チェックボックスを

オンにして、フェイルオーバを有効にします。

4. [Default Gateway（デフォルトゲートウェイ）]を入力して、ネットワークパラメータを手動で指定します。

5. 必要な場合は、IPv4 の[IP Address（IP アドレス）]を入力します。デフォルトの IP アドレスは「192.168.0.192」です。

6. IPv4 の[Subnet Mask（サブネットマスク）]を入力します。デフォルトのサブネットマスクは「255.255.255.0」です。

7. フェイルオーバが発生すると、LAN1 の設定が LAN2 に適用されます。

8. 該当する場合は、IPv6 セクションを設定します。

9. [IP Auto Configuration（IP 自動設定）]を選択します。
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[None（設定しない）]が選択されている場合、手動で以下を指定する必要があります。 

 グローバル/一意の IP アドレス。これは、KX III に割り当てられる IP アドレスです。

 [Prefix Length（固定長）]。これは、IPv6 アドレスで使用されるビット数です。

 [Gateway IP Address（ゲートウェイ IP アドレス）]。
[Router Discovery（ルータ検出）]を選択して、[Link-Local（リンクローカル）]サブネットではなく、グローバルまたは一意の IPv6 アドレスを

特定します。特定されると、そのアドレスが自動的に適用されます。

このセクションには、以下の読み取り専用詳細情報が表示されることに注意してください。

 [Link-Local IP Address（リンクローカル IPアドレス）]。このアドレスは、デバイスに自動的に割り当てられます。近隣ノードを検出する場

合や、ルータが存在しない場合に使用されます。

 [Zone ID（ゾーン ID）]。アドレスが関連付けられているデバイスを識別します。[Read-Only（読み取り専用）]
10. 次に、[Use the Following DNS Server Addresses（次の DNS サーバアドレスを使用）]を選択して、[Primary DNS Server IP Address（プ

ライマリ DNS サーバ IP アドレス）]と[Secondary DNS Server IP Address（セカンダリ DNS サーバ IP アドレス）]を入力します。セカンダリ

アドレスは、停電によりプライマリ DNS サーバ接続が切断された場合に使用されます。

注：[Obtain DNS Server Address Automatically（DNS サーバアドレスを自動的に取得）]および[Preferred DHCP Host Name（優先

DHCP ホスト名）]は、KX III が DHCP モードに設定されている場合にのみ有効にできます。 

11. 終了したら[OK]をクリックします。これで、KX III デバイスはネットワークにアクセスできます。
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KX III をデュアル LAN 分離モードに設定 
分離モードでは、異なる IPアドレスを使用して、各 LANポートに個

別にアクセスすることができます。

このモードでは、フェイルオーバはサポートされません。

1. [Device Settings（デバイス設定）] > [Network（ネットワーク）]
を選択して、「Device Network Settings（デバイスのネットワー

ク設定）」ページを開きます。

2. [IPv4]セクションで、[IP Auto Configuration（IP 自動設定）]を
[None（設定しない）]に設定します。

3. [Enable Automatic Failover（自動フェイルオーバを有効にす

る）]チェックボックスがオフになっていることを確認してくださ

い。

4. 必要な場合は、[Default Gateway（デフォルトゲートウェイ）]を
入力してネットワークパラメータを手動で指定し、次に以下の

各手順を完了します。

または、静的 IP を設定しない場合は、「Disable or Enable
DHCP in KX III（KX III で DHCP を無効または有効にする）」

を参照してください。

5. 使用する IP アドレスを入力して、KX III LAN1 に接続します。

デフォルトの IP アドレスは「192.168.0.192」です。

6. IPv4 の[Subnet Mask（サブネットマスク）]を入力します。デ

フォルトのサブネットマスクは「255.255.255.0」です。

7. [LAN2 IPv4]セクションで、[IP Auto Configuration（IP 自動設

定）]を[None（設定しない）]に設定します。

8. 使用する IP アドレスを入力して、KX III LAN2 に接続します。

9. LAN2 IPv4 の[Default Gateway（デフォルトゲートウェイ）]と
[Subnet Mask（サブネットマスク）]を入力します。

10. 該当する場合は、IPv6 セクションを設定します。

11. [IP Auto Configuration（IP 自動設定）]を選択します。

[None（設定しない）]が選択されている場合、手動で以下を指

定する必要があります。

 グローバル/一意の IP アドレス。これは、KX III に割り

当てられる IP アドレスです。

 [Prefix Length（固定長）]。これは、IPv6 アドレスで使

用されるビット数です。

 [Gateway IP Address（ゲートウェイ IP アドレス）]。
[Router Discovery（ルータ検出）]を選択して、[Link-Local（リ
ンクローカル）]サブネットではなく、グローバルまたは一意の

IPv6 アドレスを特定します。特定されると、そのアドレスが自

動的に適用されます。

このセクションには、以下の読み取り専用詳細情報が表示さ

れることに注意してください。

 [Link-Local IP Address（リンクローカル IPアドレス）]。この

アドレスは、デバイスに自動的に割り当てられます。近隣

ノードを検出する場合や、ルータが存在しない場合に使用

されます。

 [Zone ID（ゾーン ID）]。アドレスが関連付けられているデバ

イスを識別します。[Read-Only（読み取り専用）]
12. [Use the Following DNS Server Addresses（次の DNS サー

バアドレスを使用）]を選択して、[Primary DNS Server IP
Address（プライマリ DNS サーバ IP アドレス）]と[Secondary
DNS Server IP Address（セカンダリDNSサーバ IPアドレス）]
を入力します。セカンダリアドレスは、停電によりプライマリ

DNS サーバ接続が切断された場合に使用されます。
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注：[Obtain DNS Server Address Automatically（DNS サー

バアドレスを自動的に取得）]および[Preferred DHCP Host 
Name（優先DHCPホスト名）]は、KX IIIがDHCPモードに設

定されている場合にのみ有効にできます。

13. 終了したら[OK]をクリックします。

これで、KX III デバイスは、LAN1 IP アドレスと LAN2 IP アド

レスによってアクセスできるようになりました。

ターゲットサーバの命名

すべてのターゲットサーバを接続していない場合は、接続します。

[Device Settings（デバイス設定）] > [Port Configuration（ポート

設定）]を選択し、名前を付けるターゲットサーバの[Port Name
（ポート名）]をクリックします。 

1. サーバの名前を入力します。最大 32 文字の英数字と特殊文

字で指定します。[OK]をクリックします。

電源の自動検出の指定

KX III には二重化電源が搭載されています。 

両方の電源が使用されている場合は、どちらも KX III で自動的に

検出され、それぞれのステータスが通知されます。さらに、[Power 
Supply Setup（電源設定）]ページの[Powerln1 Auto Detect
（Powerln1 自動検出）]と[Powerln2 Auto Detect（Powerln2 自動

検出）]のチェックボックスがどちらも自動的にオンになります。 

1 つの電源しか使用していない場合は、使用されている電源のみ

の自動検出を有効にすることができます。

KX IIIデバイス前面の電源LEDは、1つの電源入力のみが接続さ

れている場合、接続されていない電源のチェックボックスがオンに

なっていると赤色で点灯し、接続されていない電源のチェックボッ

クスがオフになっていると青色で点灯します。

使用中の電源の自動検出を有効にするには、次の手順に従

います。

1. [Device Settings（デバイス設定）] > [Power Supply Setup
（電源設定）]を選択します。

 電源入力を 1 番目の電源に接続している場合は、

[Powerln1 Auto Detect（Powerln1 自動検出）]オプション

を選択します。

（デバイス後方に面して、デバイス背面の左端の電源。）

または

 電源入力を 2 番目の電源に接続している場合は、

[Powerln2 Auto Detect（Powerln2 自動検出）]オプション

を選択します。

（デバイス後方に面して、デバイス背面の右端の電源。）

2. [OK]をクリックします。
 

日付/時刻の設定 
日付と時刻の設定は、LDAPS が有効になっている場合に SSL 証

明書の検証に影響します。また、日付と時刻を設定することにより、

監査ログに正確なタイムスタンプが記録されるようにできます。
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設定には、2 つの方法があります。 

• 日付と時刻を手動で設定する。

• 日付と時刻をネットワークタイムプロトコル（NTP）サーバと同

期させる。

1. [Device Settings（デバイス設定）] > [Date/Time（日付/時刻）]
を選択して、「Date/Time Settings（日付/時刻の設定）」ページ

を開きます。

2. [Time Zone（タイムゾーン）]ドロップダウンリストから適切なタ

イムゾーンを選択します。

3. 夏時間用の調整を行うには、[Adjust for daylight savings
time（夏時間用の調整）]チェックボックスをオンにします。

4. 日付と時刻の設定に用いる方法を選択します。

 [User Specified Time（ユーザによる時刻定義）]。日付と

時刻を手動で入力する場合に、このオプションを使用しま

す。[User Specified Time（ユーザによる時刻定義）]オプ

ションを選択した場合は、日付と時刻を入力します。時刻

は、「hh:mm」の形式を使用します（24 時間制で入力しま

す）。

 [Synchronize with NTP Server（NTP サーバと同期）]。日
付と時刻をネットワークタイムプロトコル（NTP）サーバと同

期するには、このオプションを選択します。

[Synchronize with NTP Server（NTP サーバと同期）]オ
プションを選択した場合は、以下の手順に従います。

 [Primary Time server（プライマリタイムサーバ）]の IP
アドレスを入力します。

 [Secondary Time server（セカンダリタイムサーバ）]の
IP アドレスを入力します。オプション

注：「Network（ネットワーク）」ページの[Network Settings
（ネットワーク設定）]で[DHCP]が選択されている場合、NTP
サーバ IP アドレスは、デフォルトでは DHCP サーバから自動

的に取得されます。NTPサーバ IPアドレスを手動で入力する

には、[Override DHCP（DHCP を無効にする）]チェックボック

スをオンにします。

5. [OK]をクリックします。
 

QS R ule 
 

手順 5：KX III リモートコンソールの起動 
Microsoft .NET®や Java Runtime Environment™がインストール

されており、ネットワーク接続機能を備えたワークステーションから

KX III リモートコンソールにログインします。 

KX III リモートコンソールを起動するには、次の手順に従います。 

1. サポートされている Web ブラウザを起動します。

2. 使用するクライアントに対応する URL を入力します。

 http://IP-ADDRESS（サポートされている Microsoft .Net
ベースの環境から Active KVM Client を起動する場合、ま

たは Virtual KVM Client を起動する場合）

または

 http://IP-ADDRESS/vkc（Java ベースの Virtual KVM
Client を使用する場合）

または

 http://IP-ADDRESS/vkcs（スタンドアロンの Java ベース

の Virtual KVM Client を Chrome ブラウザで使用する場

合）

または

 http://IP-ADDRESS/admin（管理専用クライアントをター

ゲットアクセス機能なしで使用する場合）。このクライアント

は、.NET または Java を必要としません。

IP-ADDRESSは、ご使用のKX IIIに割り当てられた IPアドレ

スです。

また、HTTPS を使用するか、管理者によって割り当てられた、

KX III の DNS 名（該当する場合）を使用することもできます。 
3. 常に、HTTP の IP アドレスから HTTPS の IP アドレスにリダイ

レクトされます。

4. ユーザ名とパスワードを入力します。[Login（ログイン）]をクリッ

クします。

ヒント：Dominion KX III ユーザーステーションをお持ちの場合は、

Dominion KX III ユーザーステーションを使用して、KX III ターゲッ

トサーバにリモートでアクセスすることができます。Dominion KX
III ユーザーステーション（ページ11）を参照してください。
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リモートからのターゲットサーバのアクセスと制御

KX III の「Port Access（ポートアクセス）」ページには、すべての

KX III ポートの一覧があります。 

このページには、KX III に接続中のターゲットサーバ、およびその

状態と可用性の一覧も参照できます。

KX III からターゲットサーバへのアクセス 

1. KX III の「Port Access（ポートアクセス）」ページで、アクセスす

るターゲットサーバのポート名をクリックします。[Port Action
（ポートアクション）]メニューが開きます。

2. [Port Action（ポートアクション）]メニューの[Connect（接続）]を
クリックします。

[KVM]ウィンドウが開き、ターゲットへの接続が示されます。

ターゲットサーバの切り替え

1 ターゲットサーバを使用しているときに、KX III の
「Port Access（ポートアクセス）」ページにアクセスし

ます。

2 アクセスするターゲットのポート名をクリックします。

[Port Action（ポートアクション）]メニューが表示されま

す。

3 [Switch From（切り替え元）]を選択します。選択した

新しいターゲットサーバが表示されます。

ターゲットサーバの切断

ターゲットサーバにアクセスするには、次の手順に従います。

• 「Port Access（ポートアクセス）」ページで、切断するターゲット

のポート名をクリックし、表示される[Port Action（ポートアク

ション）]メニューの[Disconnect（切断）]をクリックします。

または

• Client ウィンドウを閉じます。

QS R ule 
 

手順 6：キーボード言語の設定（オプション） 
注：英語（アメリカ）/インターナショナルキーボードを使用している

場合は、この手順を実行する必要はありません。

英語（アメリカ）以外の言語を使用する場合は、該当する言語の

キーボードを設定する必要があります。

また、クライアントマシンおよび KVM ターゲットサーバのキーボー

ド言語を同じにする必要があります。

キーボードレイアウトの変更方法の詳細については、お使いのオ

ペレーティングシステムのマニュアルを参照してください。
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手順 7：SSL 証明書の作成およびインストール 
各 KX III デバイスに固有の SSL 証明書をインストールすることを

強くお勧めします。

このセキュリティベストプラクティスにより、Java™警告メッセージが

抑制され、中間者攻撃を受けにくくなります。

また、今後の Java バージョンやブラウザバージョンから KX III デ
バイスへのアクセスも阻止されにくくなります。

SSL 証明書の作成およびインストールについては、KX III オンライ

ンヘルプの「SSL Certificates（SSL 証明書）」

（http://www.raritan.com/help/kx-iii/v3.0.0/en/index.htm#11
942）を参照してください。

バイナリ証明書を Base64 エンコードされた DER 証明書に
変換する（オプション）

KX III では、Base64 エンコードされた DER または PEM形式のい

ずれかの SSL 証明書が必要です。 

バイナリ形式の SSL 証明書を使用している場合は、インストール

できません。

http://www.raritan.com/help/kx-iii/v3.0.0/en/index.htm#11942
http://www.raritan.com/help/kx-iii/v3.0.0/en/index.htm#11942
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ただし、バイナリ SSL 証明書を変換することができます。 

1. Windows コンピュータで DEGHKVM0001.cer バイナリファイ

ルを探します。

DEGHKVM0001.cer ファイルをダブルクリックして、その証明

書ダイアログを開きます。

2. [Detail（詳細）]タブをクリックします。

3. [Copy to File...（ファイルにコピー）]をクリックします。

4. [Certificate Export Wizard（証明書エキスポート）]ウィザード

が開きます。[Next（次へ）]をクリックして、ウィザードを開始し

ます。

5. 2 つ目のウィザードダイアログで[Base-64 encoded X.509
（Base-64 エンコードされた X.509）]を選択します。

6. [Next（次へ）]をクリックしてファイルを Base-64 エンコードされ

た X.509 として保存します。

これで、証明書を KX III にインストールできます。 
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Dominion KX III ユーザーステーション 
KX III リモートコンソールではなく、スタンドアロンの機器を使用し

て KX III に接続されているサーバやコンピュータデバイスにアクセ

スするために、ラリタンの Dominion ユーザーステーションをご購

入いただくことも可能です。

1 つのユーザーステーションで、複数の KX III に接続されている

サーバに簡単にアクセスして、ご使用の LAN/WAN ネットワークで

素早くスイッチングすることができます。

詳細は、ラリタンの Web サイトの「サポート（Support）」ページ

（http://www.raritan.com/support）のユーザーステーションセク

ションで、ユーザ用ドキュメントを参照してください。
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その他の情報

KX III およびラリタンの製品ラインナップ全体の詳細については、

ラリタンの Web サイト（www.raritan.com）を参照してください。技

術的な問題については、ラリタンのテクニカルサポート窓口にお問

い合わせください。世界各地のテクニカルサポート窓口については、

ラリタンの Web サイトの「Support（サポート）」セクションにある

「Contact Support（サポートお問い合わせ先）」ページを参照して

ください。

ラリタンの製品では、GPLおよびLGPLの下でライセンスされているコードを使用して

います。お客様は、オープンソースコードのコピーを要求できます。詳細は、ラリタンの

Webサイトにある「Open Source Software Statement（オープンソースソフトウェアに

ついて）」

（http://www.raritan.com/about/legal-statements/open-source-software-statemen
t/）を参照してください。

http://www.raritan.com/support
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